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【は じめ に】

　従 来、菌状 息肉 症 に対 す る電 子 線全 身 皮 膚照 射 は 多方 向照 射 で 行 われ て きた。多 方 向 照射 の 問題 点 は、体幹部 に お け る線量 不均

一と患 者 に 立 位 で の 複数 体 位 を正 確 に 再 現 する こ と が 困難 か つ 煩雑 な こ とで あ っ た。こ の 問題 につ い て は 患者 を 回転 させ 照射 す る

こ と で 解決 で き る と考 え た。今回、我々 は 回 転照射台 を作製 し、全身皮膚 回転照 射を 可能 に した。あ わ せ て基 礎 的検討 を行 な っ た。

【目的】

　全 身皮膚 回転照射 に よ る 線量分布とそ の 臨床上の 有用 性 を検討 する。

【使用 機器】

　 リこ ア ッ ク ：バ リァ ン CLINAG 　2100C 、ラ ン ドフ ァ ン トム 、フ ィル ム ： ：コダ ッ ク XV −2

　自動現 像機 ： コ ニ カ SRX −701、濃度計 ： CMS 　Dynascan 、自作回 転 照射台 （高 さ 15cm ，直径 90cm 角速度毎秒 7 度）

〔方 法 】

　フ ァ ン トム 体幹 部 に お け る線 量 分 布 を 4 方 向 照射 、6 方 向 照射 、回転 照 射 に つ い て フ ィル ム 法 に よ り も とめ、そ の 特徴 を 比 較検

討 した。

〔照 射条件 】

　4MeV 電 子 線、焦点回 転 軸 間 距 離 450cm 、照射 野 40 × 40cm 　at 　1　OOcm 、俯 角 5 度

【照射 方法 】

　各照射 に つ い て は フ ァ ン トム 前 面 中 央 を起 点 と し回転 照 射 台 を使 用 して 体 軸 を 中 心 に 回転 させ た。照射 方 向 につ い て は 4 方 向照

射は 前後左 右、6 方 向照 射 は 60 度 間 隔 と した。方 向 ご との 重 み ず け を 1 と した。

〔結果】

　表 示方 法 は各 照 射 方 法 の 差 を 明 確 にす る た め ピ
ー

ク線 量 の 86％線量 を 100 と して 115−100及 び 以 下 を 25聞 隔 4 段 階 表 承 と した。

4 方 向照射 で は、ビームの 重 ね 合 わ せ と考 え られ る高線量 域 が 出現 し体 表 上 の 均 等性 が悪 い。（Fig．1） 6 方 向照 射 で は “ 5−100 線

量域 が 増加 し体表 上 の 均 等 性 は 若 干 向 上 した。（Fig．2） 回 転 照射 で は 115−100 線量域 は体 表 上 の ほ ぼ全周 を覆 っ た。｛Fig．3）
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【考察】

　回転照射 に よ っ て得 られ る体幹部 の 線量 分 布ほ均一で全身皮膚 照射 に適 して いる。多方向照射 に比べ 回転照射 は体を動 か して照

射方 向を決 め る必 要 がな く 回転 中心 に体 幹部を あ わせ るの み で あ る こ とか ら再 現性 に優れて い る。頭頂部、足低部、会陰部等 につ

い て は 依然 と して 追加照射を必要として おり改善の 余 地 が あ る 。 今回は体幹部の 線量分布の み 検討 した が 上肢 挙 上 によ る頭 部 の 線

量分布 と上下肢 の 線量分布 にっ い て 検討 が 必 要 で あ る 。

【結語】

　回転 照射 に よ り体 幹部 の 線量 分 布は 向上 し 臨床上 有用 と 思 わ れ た。
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